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研究成果の概要（和文）： 
Wikipedia は，「群衆の叡智」と呼ばれるほどのソーシャルメディアとして成長し，WWW・人工
知能・自然言語処理・情報検索など幅広い分野の研究者の間で，重要な情報リソースとして認
識されるに至った．しかし，オントロジなどの構造化された知識集合を抽出するためのリソー
スとしては，情報の信頼性向上やスケーラビリティ，精度などが課題であった．そこで，本研
究では，これらの問題を解決するために，信頼性の数値化手法，スケーラビリティの高い解析
手法，Web などの既存リソース解析との融合手法などについて研究し，手法を確立した．また，
研究計画で予定していたとおり，成果報告のため積極的に論文投稿・学会発表を行うことで，
成果の公表に努めた．その結果，Web Intelligence や CSCW，EMNLP といった難関会議に論文が
採択され，ACM Transaction にも論文が採録された．これらは，成果報告の公表という側面で
は高い効果があったと確信している． 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
Wikipedia, as known as wisdom of crowds, has become one of the most remarkable resources 
in various areas such as WWW, AI, NLP and IR. However, difficulties on handling data such 
as reliability of information and scalability of process still remain due to the nature 
of heterogeneous environments. In this research work, we have proposed a number of 
solutions on reliability calculation, scalability improvements and integration with 
other resources like the Web. Furthermore, we actively submitted research papers and they 
are published in a number of competitive conferences and journals.  
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１．研究開始当初の背景 
 

Wikipedia は，Wiki をベースにした Web
百科事典であり，誰もが自由に編集可能であ
るという特徴から大量の情報が書き込まれ，
普遍的な概念から新しい概念に至るまで，膨
大な情報が網羅されている．この結果，
Wikipedia は「群衆の叡智」と呼ばれるほど
のソーシャルメディアとして成長し，
WWW・人工知能・自然言語処理・情報検索
など幅広い分野の研究者の間で，新しい知識
抽出のための情報リソースとして認識され
るに至った．事実，この２年間で WWW や
ISWC，AAAI，ACL，SIGIR といったトッ
プカンファレンスを中心にWikipediaの解析
に関する論文が急増している． 
その中でも，現在最も研究が盛んに行われ

ているのが，概念間の関係度（Relatedness）
解析である．国外の研究としては，Strube ら
の研究である WikiRelate や Gabrilovich ら
の研究などが有名である．これらの研究では，
カテゴリ情報や特徴ベクトルの比較などに
よって語彙同士の関係性を数値化するが，こ
れらの研究では意味関係を抽出した機械処
理可能な概念辞書を構築するものではない．
Semantic Wikipedia は，Wikipedia の拡張
アーキテクチャとして，リンクに意味情報を
手動で付与する仕組みを提案しているが，こ
のようにユーザに新たな労力を強いるアプ
ローチが，コミュニティに受け入れられるか
という問題には，未だ議論の余地があり，実
際は小規模な概念体系しか構築できていな
いのが現状である．DBPedia は，Wikipedia
のデータを Semantic Web のフォーマットに
変換するプロジェクトであり，単純なマッチ
ングによりインフォボックスと呼ばれる構
造化されたテーブルから意味関係を抽出し
ている．しかし，その適用範囲が限定的で高
度な意味情報は抽出していない．つまり，
Wikipedia の有用性には注目が集まっている
ものの，意味抽出の State-of-the-art と呼べ
る手法はいまだ確立されていない上に，他の
アプリケーションに適用可能な形で成果を
提供しているプロジェクトは極めて少ない． 
 
２．研究の目的 
 
提案者らはこれまでの研究で，Wikipedia

を解析することで実用性の高い知識抽出が
可能であることを証明し，実際に大規模な
Web コンテンツ（特に Web 百科事典
「Wikipedia」）を解析することで，大規模か
つ精度の良い連想シソーラス辞書を構築し
てきた．この連想シソーラスは，Wikipedia
のリンク構造を解析して作成したものであ
るが，既に英語で 300 万概念，日本語で 77

万概念をサポートしており，世界最大規模の
連想シソーラスを実現している．本連想シソ
ーラスは，与えられた単語に対して，連想関
係にある単語を高精度かつ高速に抽出する
ことが可能であり，情報検索の効率化などを
実現する基盤技術として利用可能である．し
かし，提案者らにとって，連想シソーラスは，
今回の提案内容である大規模知識ベースを
構築するための第一ステップにしか過ぎな
い．本提案では，従来研究までで実現した連
想シソーラスからさらに飛躍し，より高度な
意味関係を持つ概念辞書をWikipediaから抽
出することを目指す．しかし，Wikipedia の
ような大規模かつ不特定多数のユーザが編
集するようなソーシャルメディアを解析し
て有用な知識を抽出するには，①情報の信頼
性と②スケーラビリティ二つの大きな技術
的課題をクリアする必要がある．また，
WordNet や OpenCYC，EDR 電子化辞書な
どの③既存の概念辞書との概念マッピング
も本研究の重要なポイントである．これは，
Wikipedia には幅広い概念に対する網羅性は
高いものの，間違った情報も存在するため，
（網羅性は低いが）制度の高い既存の概念辞
書と融合することで，互いの弱点を補完し，
さらに高い網羅性と精度向上が望めるため
である． 
 
３．研究の方法 
本研究では，三つの解決するべき技術的課

題があるが，研究初期には，情報の信頼性向
上およびスケーラビリティに関する研究に
注力して研究を進める．特に，信頼性向上に
関する研究は比較的困難な問題であるため，
プロジェクトの開始とともに着手し，プロジ
ェクト全体でも最も多くの時間をかけて研
究する．具体的には，今までの研究で判明し
ている Wikipediaの情報の信頼性を計測する
ためのいくつかの指標（被参照数，PageRank，
編集履歴，コンテンツ位置，著者ソーシャル
ネット，連想関係，Web ヒット数など）を統
合的に計測する機械学習モデルを構築し，信
頼性の数値化技術を実現する．次に，スケー
ラビリティについては，主に自然言語処理が
ボトルネックになるため，PC クラスタを利用
した自然言語処理とリンク構造解析の分散
処理を実現するルーチンの開発を進める．ま
た，これらの研究がある程度進めば，概念辞
書のプロトタイプとして利用可能な成果物
ができるため，また，既存辞書とのマッピン
グに関する研究を一部開始する． 
研究後期においては，基礎研究分野として

は特に既存辞書とのマッチングに注力して
研究を進める．ここでは，YAGO のように，述
語論理の整合性をチェックする手法だけで
なく，コンテキスト解析や別名（同義語）判



断により精度と網羅性の向上を図ることを
目指している．これらの情報は，リンク構造
（リダイレクトリンクとアンカーテキスト）
を解析することである程度抽出できること
は既に判明しており，さらに，自然言語処理
と統合することで高度化が期待できる．また，
本プロジェクトにとって重要なステップの
一つである実アプリケーション開発を進め
る．具体的には，構築した大規模概念関係を
利用した情報検索システムを構築し，その有
用性を示す．これは，実社会に対する真の貢
献を達成するためには，概念辞書を利用する
実アプリケーションを提示してその有効性
を示すことが必要不可欠なためである．その
ため，本提案では，単に大規模な概念辞書を
構築するだけでなく，実際のアプリケーショ
ンを開発することで，研究成果の有効性を示
すと同時に，実応用の知見をさらにフィード
バックして完成度の高い概念辞書を構築す
る． 
 
４．研究成果 
 
本研究の成果は多岐にわたる．まず，

Wikipedia 上の構造化データを教師データと
して活用し，少量の情報を元に多量のクラス
分類を行う手法を確立した．この結果，本研
究に先立ち構築していた大規模連想辞書
「Wikipedia シソーラス」に対し，上位概念
を付与することに成功した．また，RDF サポ
ートおよび API の充実など，アプリケーショ
ンを考慮したインタフェースを提供するこ
とにより，さらに， Web を主とする他リソー
スとの融合による精度・網羅性向上を果たし
た点も大きな成果であった． 
 
研究発表という面では，研究後期において

は，研究計画に基づき（国際）会議での発表
や論文発表を通じて積極的に成果の公開に
尽力した．その結果，論文誌 9本，口頭発表
30 件の成果を挙げることができたことは特
筆すべき成果であると言える．これらの中に
は，マルチメディア分野で世界最高峰の論文
誌 で あ る ACM. Trans. on Multimedia 
Computing, Communications and 
Applications の掲載論文や，知識処理分野お
よび情報検索分野でトップレベルの国際会
議である WI の発表論文が含まれている．こ
れらの成果は，研究開始当初に想定していた
以上のものである． 
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